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心理学の観点から論じている。第三作自である吋魂 ら へ』では、現代の科 的心理学が成立した事構を説 ている。著者によれば、必ずしも明確に身体と分けることの きない豊かな内容をもっ魂合。三)という概念が、 開明確に一区別される貧しい心(邑昆)という概念へと変容されることによって、科学的心理学は初め 成立可能になったのである。この本では同時に現代の心理学にかわる新たな心理学も模索されて る。
以上に本書の前後をなす二つの著作について簡単に述べた。さて、








































































































































































提唱している。ここで再度生態心理学的見地の重要性が強調されることにな 。私たちの最も重要な生態心理学的能力のひとつは、自分の経験を未来へと延長 (予期 な)能力である。なぜ らば、そのような能力は移動す といった一次的経験と結びついているだけでなく、経験を共有したいという動機によって、し しば二次的経験とも結びついているからであ著者によれば、「希望」とは公的経験と公的行動のひとつのアスペクトであり、希望を生きること 掴人が行為者として自分の成功と能力の詞方を知覚し自標への道筋が聞かれている の実現を要
求するものなの る。
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進化論への一一一一口及があまりにも少なすぎ といわざるをえない。リ!ド的生態心理学におけるアフォーダンスと 積や個体にとってのものでなく、有機体 担体群(宮古}田氏。るにとって利用可能なものである。しかしこの個体群という概念は、進化論 の間でも様々 立場が にも関わらず、自明なものとして用いられている。特に本
おける著者は、デュ
iイの「経験」概念を個体にとってのもの






育や社会学、さらには倫理などへ応用することの可能性を示唆している点などはそれら 欠点をおぎなって余りあ ほど ものである。本書は現代社会に対するリ
iド的生態心理学からの問題提起の書
である。そして、不幸にして四十二哉という若さで くなった著者の後を受け、これらの問題点の一つ一つを精徽に検討し展開していくことは意義ある作業な で ないかと思う。
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